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３月は進学や進級に向けて最後のまとめとなる大切な時期です。子どもたちは心身

ともに不安定になりやすい時期でもあります。周囲の大人の教育や接し方が重要にな

ってきます。

今回はとくに「思春期を迎える子どもたちへの対応」についてご紹介します。

と，最近感じていませんか？

（引用資料：思春期の子どもを理解するために 栃木県教育委員会）
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・今,うちの子って何を考えているのかな？

・何か最近様子が変わってきた気がするけど・・・

・子どもも大きくなったから，目を離しても大丈夫！

☆子どもとの関わり方は,これまでと同じで良いのでしょうか？

☆子どもの成長にあった関わり方をしていますか？

思春期チェックリストお子さんの様子を振り返ってみましょう。

チェック欄

① 身長が急に伸び始めた。

② 二次性徴（女子は月経，男子は声変わりやひげが生えるなど）が始まった。

③ 反抗的な態度をとる。

④ 親のいうことを無視することがある。

⑤ 親を避けるようになり，あまり話をしなくなる。

⑥ 親の干渉を嫌がるようになる。

⑦ 自分の容姿を気にするようになる。

⑧ ヘアスタイルや服装にこだわる。

⑨ 自分だけの部屋を欲しがる。

⑩ 家族と一緒に外出するのを嫌がるようになる。

⑪ これまで聞いたことがないような言葉づかいをする。

⑫ 友だちとのつながりがこれまで以上に強まる。

⑬ 今までと違った友だちとつきあうようになる。
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（引用資料：親のふり返りシート 宮﨑県教育委員会）

思春期は子どもが大人に向かう助走期です。子どもが言うことを聞かないのも自立が

始まった証拠です。子どもの力を信じながら大人が温かく見守り,支えていきましょう。

大人からほめられることで

「ぼく・わたしでもやれそうだ」

というやる気が高まります。

子どもの直したいところや気になることに目がいっていませんか。

子どものがんばりを見逃していませんか。

命令口調になっていませんか。

兄弟や友だちと比べることばかけになっていませんか。

大人が子どもの話に目と耳を傾けると

「自分は大切な存在なんだ」と気付き，

自分に自信が持てるようになります。

子どもの話を最後まで聞いていますか。

「忙しい」「忙しい」とよく口にしていませんか。

子どもの話を聞き流していませんか。（目を見て聞いていますか。）

子どもの話をさえぎって，自分ばかり話をしていませんか。

ことばかけを工夫しよう

話に目と耳を傾けよう

子どものがんばりを

認めて，ねぎらうことばを

かけてあげると，子ども

はやる気を高めることが

できます。

親が慌ただしくしてい

ると，子どもは話すきっ

かけを失います。

うなずきだけでも子ど

もの心は満たされます。

ことばかけポイント

目と耳を傾けるポイント

がんばりなさいよりも「○○をよくやっているね」と

伝えてみましょう。

「○○しなさい」よりも「○○してくれると助かる」と

伝えてみましょう。

お子さん自身のがんばりに「すごいね」「ありがとう」

「助かったよ」と声をかけてみましょう。

子どもの話に「そうかそうか」とうなずいたり，あい

づちを打ったりしてみましょう。

大人より子どもが話す時間を長くしてみましょう。

子どもが話すことばを繰り返してみましょう。
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